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オー君  「校庭
こうてい

のヒマワリがいっぱい咲
さ

いたね。花ちゃん。」 

花ちゃん 「１年生
ねんせい

のアサガオもたくさん咲
さ

いて、いよいよ夏
なつ

ですね。」 

オー君  「梅雨
つ ゆ

開
あ

けももうすぐ。そして、明日
あ し た

からいよいよ待
ま

ちに待
ま

った夏休
なつやす

み。」 

花ちゃん 「『楽
たの

しい夏休
なつやす

み』は、でも、ちょっとまちがえると、『きけんな夏休
なつやす

み』でも 

あると、校長
こうちょう

先生
せんせい

が終 業 式
しゅうぎょうしき

でもお話
はな

ししてくれたわね。オー君、覚
おぼ

えてる。」 

オー君  「もちろんだよ。交通
こうつう

事故
じ こ

には気
き

をつけるんだ。特
とく

に自転車
じてんしゃ

に乗
の

るときには、 

『とびだししない、スピードださない、ならんではしらない』をしっかりと、

がっちりばっちりと守
まも

ります。」 

花ちゃん 「交通
こうつう

事故
じ こ

も怖いけど、夏
なつ

は水
みず

の事故
じ こ

にも気
き

をつけましょうね。」 

オー君  「そうだね。そのとおりだね。川
かわ

や海
うみ

では気
き

をつけなくちゃ。」 

花ちゃん 「それから、夏
なつ

は熱 中 症
ねっちゅうしょう

の季節
き せ つ

でもあるということで、帽子
ぼ う し

をかぶったり、 

      水分
すいぶん

補給
ほきゅう

もするようにというお話
はなし

もありました。」 



オー君  「さらに、不審者
ふしんしゃ

などにも気
き

をつけるようにとのことだったね。みんなで、 

『いかのおすし』をちゃんと守
まも

ろう。」 

花ちゃん 「東京
とうきょう

SNS ルールとお話
はなし

があったわ。インターネットの犯罪
はんざい

はこわいわね。

スマホや携帯
けいたい

などもきちんと使
つか

いましょうということでしたね。」 

オー君  「それから、ケガや病気
びょうき

などをしない夏休
なつやす

みにしよう。」 

花ちゃん 「そのために、規則正
きそくただ

しい生活
せいかつ

をしましょうね。」 

オー君  「いろいろと守
まも

ることや気
き

をつけることがたくさんだけど、みんなぼくたちの 

      『安全
あんぜん

』のためなんですね。しっかりと守
まも

ろう。」 

花ちゃん 「ところで、オー君。夏休
なつやす

みには、どんなことをするの。」 

オー君  「そうだね。夏休
なつやす

みは、長
なが

休
やす

みでもあるだろう、だから、好
す

きなことがじっく 

      りと時間
じ か ん

をかけてできるね。自由
じ ゆ う

研究
けんきゅう

とか自由
じ ゆ う

工作
こうさく

とか、自分
じ ぶ ん

の得意
と く い

なこと 

をたくさんするんだ。」 

花ちゃん 「わたしは、ゆっくりと本
ほん

を読
よ

む夏休
なつやす

みにするわ。国立七
くにたちなな

小
しょう

のある子
こ

は、１学
がっ

 

      期
き

に１００００ページも読書
どくしょ

したそうなの。すごいわ。わたしも頑張
が ん ば

って 

      たくさん読
よ

むわ。」 

オー君  「へえー！すごいね。ぼくは、継続
けいぞく

観察
かんさつ

にチャレンジしようかと思
おも

っているん 

だ。何
なに

をやるかは今
いま

いろいろと考
かんが

えているんだ。」 

モンタ博士「二人
ふ た り

ともえらいね。感心
かんしん

だね。楽
たの

しく充実
じゅうじつ

した夏休
なつやす

みにするために、まずは、 

しっかりと『計画
けいかく

』をたてることが大切
たいせつ

だね。」 

花ちゃん 「そうですね。わたし、ばっちりと、でもあまり無理
む り

のない計画
けいかく

をたてます。」 

モンタ博士「そうだね。そのとおりだね。それから、時間
じ か ん

をむだにしないように、しっか

りと『目標
もくひょう

』や『めあて』も考
かんが

えるといいよ。」 

オー君  「まかせてください。がっちり考
かんが

えます。」 

モンタ博士「みんなで安全
あんぜん

で無事故
む じ こ

で楽
たの

しい夏休
なつやす

みにしていこう。そして、９月１日の 

２学期
が っ き

始業式
しぎょうしき

には、みんなが笑顔
え が お

いっぱい、思
おも

い出
で

いっぱいで元気
げ ん き

に集
あつ

まり 

ましょう。」 


